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平
成
27
年
度
の
各
会
計
出
納
閉

鎖
状
況
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
配
り
し
て
お
り
ま
す
行
政
報

告
資
料
１
ペ
ー
ジ
目
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
般
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
歳

入
決
算
額
26
億
２
，
０
３
７
万
９
，

２
６
５
円
、
歳
出
決
算
額
25
億
３
，

７
９
９
万
２
，
５
７
９
円
で
、
差

引
８
，
２
３
８
万
６
，
６
８
６
円

の
決
算
剰
余
金
が
生
じ
て
お
り
、

こ
の
う
ち
繰
越
明
許
費
繰
越
額
の

３
，
７
７
６
万
５
，
０
０
０
円
を

除
い
た
４
，
４
６
２
万
１
，
６
８

６
円
を
財
政
調
整
基
金
に
編
入
い

た
し
ま
し
た
。

　平成28年第２回村議会定例会は６月22日招集

され、会期を６月23日までの２日間と決めた後、

議長の諸般報告、村長の行政報告がありました。

　その後、村政に対し議員１人が一般質問を行い、

報告２件を受け、辺地に係る公共的施設の総合整

備計画の策定など議案７件、閉会中の継続調査、

議員派遣を審議、いずれも原案のとおり可決し、

会期を１日残し閉会しました。

▲行政報告する藤澤村長

国
民
健
康
保
険
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
歳
入
決
算
額
１
億
４
８

５
万
８
，
９
９
０
円
、
歳
出
決
算

額
１
億
３
９
０
万
５
８
２
円
で
差

引
95
万
８
，
４
０
８
円
の
決
算
剰

余
金
が
生
じ
て
お
り
、
全
額
を
国

保
財
政
調
整
基
金
に
編
入
い
た
し

ま
し
た
。

簡
易
水
道
会
計
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
１
億
７
，

４
９
４
万
８
６
円
の
同
額
決
算
で

あ
り
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ

き
ま
し
て
も
歳
入
・
歳
出
と
も
２
，

２
９
５
万
６
，
４
６
３
円
の
同
額

決
算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
に
つ
き
ま
し
て
も
歳
入
・
歳
出

と
も
２
，
２
７
６
万
５
９
０
円
の

同
額
決
算
、
合
併
処
理
浄
化
槽
特

別
会
計
に
お
き
ま
し
て
も
歳
入
・

歳
出
と
も
９
，
６
４
８
万
８
，
９

７
３
円
と
同
額
で
の
決
算
と
な
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

賀
老
林
道
２
号
線
ふ
れ
あ
い
橋

の
一
部
損
壊
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。損

壊
個
所
の
位
置
及
び
損
壊
状

況
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同

じ
く
別
添
の
行
政
報
告
資
料
の
２

６
・
22定例会 2016 年

2

藤 澤　  克　村長

行政報告

平
成
27
年
度

各
会
計
出
納
閉
鎖
状
況

林
道
賀
老
２
号
線
ふ
れ

あ
い
橋
の
一
部
損
壊

各
会
計
別
出
納
閉
鎖
状
況

会　　　　　計 歳　　入 歳　　出 差 備　　　　考

一　 般　 会　 計 2,620,379,265 2,537,992,579 82,386,686 財政調整基金編入� 44,621,686
繰越明許費繰越額� 37,765,000

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 104,858,990 103,900,582 958,408 財政調整基金編入� 958,408
簡 易 水 道 174,940,086 174,940,086 0
介 護 保 険 22,956,463 22,956,463 0
後期高齢者医療 22,760,590 22,760,590 0
合併処理浄化槽 96,488,973 96,488,973 0

計 422,005,102 421,046,694 958,408
合　　　　　計 3,042,384,367 2,959,039,273 83,345,094

（単位：円）
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ペ
ー
ジ
か
ら
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
賀

老
高
原
駐
車
場
か
ら
林
間
コ
ー
ス

を
経
て
、
林
道
賀
老
線
を
抜
け
る

林
道
賀
老
２
号
線
の
ふ
れ
あ
い
橋

が
５
月
19
日
、
村
職
員
に
よ
る
融

雪
後
の
林
道
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

お
い
て
、
右
岸
橋
台
部
の
土
が
大

量
に
洗
掘
さ
れ
、
橋
梁
舗
装
路
盤

の
一
部
陥
没
と
排
水
ト
ラ
フ
の
一

部
決
壊
の
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。災

害
復
旧
事
業
と
し
て
の
認
定

に
つ
き
ま
し
て
翌
日
、
後
志
総
合

振
興
局
林
務
課
の
職
員
と
と
も
に

現
地
調
査
を
い
た
し
ま
し
た
が
、

災
害
認
定
の
該
当
要
件
で
あ
り
ま

す
、
降
雨
に
よ
る
場
合
は
24
時
間

の
降
雨
量
が
80
㎜
以
上
、
ま
た
融

雪
に
よ
る
場
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
日
の
融
雪
量
を
雨
量
に
換
算
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
通
算
80
㎜
以
上

で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

要
件
に
は
該
当
せ
ず
、
以
前
か
ら

少
し
ず
つ
水
分
を
含
み
浸
食
し
て

い
た
も
の
が
今
回
一
気
に
崩
落
し

た
も
の
と
思
わ
れ
、
災
害
復
旧
後

の
申
請
に
つ
い
て
は
無
理
が
あ
る

と
の
こ
と
で
断
念
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

補
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
村

観
光
の
拠
点
で
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
早
期
の
復
旧
を
図
り
た
い
と
考

え
、
今
回
の
議
案
第
７
号
一
般
会

計
補
正
予
算
２
号
で
設
計
委
託
費

を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
委
託
発
注
に
係
る
手
続
き
及

び
実
施
設
計
に
要
す
る
期
間
が
約

２
カ
月
程
度
、
補
修
工
事
に
入
る

入
札
や
本
工
事
の
工
期
に
つ
い
て

も
約
３
カ
月
程
度
を
要
す
る
と
こ

ろ
と
、
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
予
算
決
定

後
工
事
完
了
ま
で
約
５
ヵ
月
間
を

要
す
る
た
め
、
冬
季
施
工
が
避
け

ら
れ
な
い
状
況
と
な
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は

補
修
に
係
る
実
施
設
計
の
み
と
い

た
し
ま
し
て
、
損
壊
部
分
が
広
が

ら
な
い
よ
う
な
応
急
措
置
を
行
い

ま
し
て
、
次
年
度
に
本
工
事
を
実

施
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
理

解
願
い
ま
す
。

ま
た
、
数
年
前
か
ら
積
雪
等
の

重
み
に
よ
り
破
損
し
て
お
り
ま
す

湾
曲
し
た
欄
干
等
一
部
路
盤
の
沈

下
部
分
に
つ
い
て
も
、
同
時
に
補

修
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
併
せ
て
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
菜
採
り
行
方
不
明
者
の
発
生

状
況
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
月
越
峠
で
５
件
の
行
方

不
明
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

１
件
目
と
２
件
目
は
５
月
21
日

の
午
前
と
午
後
に
立
て
続
け
に
発

生
し
て
お
り
、
１
件
目
は
札
幌
市

在
住
の
女
性
１
名
、
２
件
目
は
小

樽
市
在
住
の
男
性
１
名
が
行
方
不

明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

３
件
目
は
５
月
24
日
に
札
幌
市

在
住
の
女
性
１
名
が
不
明
と
な
り

ま
し
た
が
自
力
下
山
し
て
お
り
ま

す
。４

件
目
は
５
月
26
日
に
札
幌
市

在
住
の
男
性
１
名
が
後
志
森
林
管

理
署
が
開
設
し
て
お
り
ま
す
「
竹

の
子
園
」
の
中
で
行
方
不
明
と

な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
５
件
目
は
５
月
28
日
伊

達
市
在
住
の
男
性

１
名
が
行
方
不
明

と
な
り
ま
し
た
が
、

自
力
下
山
し
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
自
力
下
山

者
以
外
の
３
件
の

事
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
捜
索
隊
員
や

道
警
ヘ
リ
並
び
に
防
災
ヘ
リ
の
捜

索
に
よ
り
、
無
事
発
見
救
助
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
こ
と
報
告

い
た
し
ま
す
。

去
る
５
月
20
日
、
寿
都
生
コ
ン

株
式
会
社
様
よ
り
、
例
年
寄
附
を

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
運
動
会
の

運
営
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
５
万

円
の
指
定
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
事

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
寄
附
に
つ
き
ま
し

て
は
小
学
校
運
動
会
、
中
学
校
の

体
育
大
会
運
営
費
と
し
て
今
回
提

案
の
一
般
会
計
補
正
予
算
に
計
上

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
寄
附
で
寿
都
生

コ
ン
株
式
会
社
様
よ
り
の
寄
附
累

計
額
が
１
５
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
を
併
せ
て
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
附
採
納

山
菜
採
り
行
方
不
明
者

の
発
生
状
況

一部損壊した　賀老２号線　ふれあい橋
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▼
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
３
８
２
７

万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
26
億
７
３
４
９
万
１
千
円
と
す

る
。

歳
入
の
主
な
も
の

　
特
別
交
付
税

�

９
３
０
万
円
追
加

　

　
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

１
７
９
８
万
３
千
円
追
加

　

　�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成

金

�

２
０
０
万
円
追
加
　

　�

民
生
債
（
仮
称
　
在
宅
介
護
施

設
合
築
ホ
ー
ム
整
備
事
業
）

�

８
５
０
万
円
追
加
　

歳
出
の
主
な
も
の

　�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成

金
（
地
域
防
災
組
織
育
成
事
業
）

�

２
０
０
万
円
追
加
　

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
関
連
経
費

�

９
７
５
万
３
千
円
追
加
　

　�

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
障
移
転
工

事

�

１
４
０
万
４
千
円
追
加
　

　�

新
規
就
業
者
等
支
援
事
業
支
援

金

�

５
０
０
万
円
追
加

　

　�（
仮
称
）
在
宅
介
護
施
設
合
築

ホ
ー
ム
整
備
工
事
地
質
調
査
委

託
料

�

８
５
９
万
７
千
円
追
加

　

　�

林
道
賀
老
２
号
線
復
旧
工
事
測

量
・
実
施
設
計
委
託
料

�

７
１
１
万
８
千
円
追
加

　

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
27
年
度
島
牧
村
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　
地
方
公
共
団
体
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
強
化
対
策
事
業
、
外
国
語
活

動
講
師
委
託
事
業
、
総
額
４
８
７

８
万
５
千
円
に
係
る
繰
越
明
許
費

の
報
告
。

▼
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
状
況
の
報

告
　
島
牧
村
を
応
援
し
よ
う
と
寄
せ

ら
れ
た
27
年
度
中
の
寄
附
は
23
件

で
総
額
６
４
万
７
千
円
、
事
業
へ

の
充
当
は
な
く
、
27
年
度
末
の
基

金
残
高
は
、
３
６
２
万
円
。

▼
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
策
定

　
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
を
策
定
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
の
変
更

　
旧
元
町
診
療
所
解
体
工
事
等
に

伴
い
、
本
計
画
の
一
部
を
変
更
す

る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
戸
籍
に
係
る
電
子
情
報
処
理
組

織
の
事
務
の
委
託

　
戸
籍
サ
ー
バ
等
の
共
同
利
用
に

係
る
電
子
情
報
処
理
組
織
の
事
務

を
倶
知
安
町
に
委
託
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　
北
空
知
学
校
給
食
組
合
の
脱
退

に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
も
の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更

　
北
空
知
学
校
給
食
組
合
の
脱
退

に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
も
の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更

　
北
空
知
学
校
給
食
組
合
の
脱
退

に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
も
の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査

　
議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
に
つ
い
て
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
と
す
る
も
の
。

▼
議
員
派
遣

　
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催

の
議
員
研
修
会
参
加
ほ
か
。

審議

議案

した

補
正
予
算

報

告

そ

の

他

気軽に
議会を傍聴してみませんか。
◇定例会は、年４回（３月・６月・９月・12月）開かれます。
◇臨時会は、必要に応じて開かれます。

お問い合せは、議会事務局まで　（電話75−6274）
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一 般 質 問

質問質問
一般一般

　第２回村議会定例会での一般質問の内

容と理事者側の回答をご紹介します。

　今回の質問者は１名で、その全文を掲

載しました。

瀬戸川  豊  議員
■ 新規就業者等の支援対策と
� 広報活動について

藤
澤
村
長

新
規
就
業
者
等
の
支
援
対
策
に

関
す
る
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

平
成
27
年
４
月
に
施
行
し
ま
し
た

新
規
就
業
者
等
支
援
条
例
に
よ
る

新
規
就
業
者
の
状
況
に
つ
き
ま
し

て
、
ま
ず
若
干
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
Ｕ
タ
ー
ン
等
就

業
者
が
１
世
帯
３
名
、
本
年
度
に

つ
き
ま
し
て
は
６
月
21
日
現
在
で

農
業
支
援
研
修
者
が
１
世
帯
３
名

の
移
住
、
農
業
体
験
実
習
者
が
１

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
５
月
下
旬
に
は
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
り

ま
し
て
、
本
村
の
宮
内
地
区
で
の

就
業
を
検
討
す
る
た
め
、
視
察
に

訪
れ
た
方
が
１
名
お
り
ま
し
て
現

段
階
で
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
１
点
目
の
ご
質
問
の
居

住
対
策
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
居
住
対
策
と
い
た
し
ま
し
て

は
公
営
住
宅
及
び
本
目
地
区
の
村

に
寄
附
の
あ
り
ま
し
た
住
宅
を
利

用
す
る
ほ
か
、
空
き
家
の
斡
旋
な

新
規
就
業
者
等
の
支
援
対
策
と
広
報
活
動
に
つ
い
て

問
瀬 戸 川　 豊 議 員

　

本
村
に
お
い
て
、
昨
年
、
新
規
就
業
者
支
援
条
例
を
執
行
し
、
そ
の
制
度
を
活
用
し
移
住

促
進
を
促
す
対
策
を
行
う
中
で
、
徐
々
に
そ
の
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
の
で
す
が
、
居
住
対

策
と
フ
ィ
ー
ル
ド
対
策
並
び
に
広
報
活
動
に
つ
い
て
の
村
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

第２回村議会定例会　審議の様子
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一 般 質 問
ど
で
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
現
在
、
空
き
家
と

な
っ
て
お
り
ま
す
民
家
に
つ
い
て

所
有
者
の
方
が
貸
し
付
け
る
事
に

つ
い
て
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
よ
う
な

例
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
際
、

居
住
可
能
と
判
断
さ
れ
る
家
屋
に

つ
い
て
は
、
村
が
買
い
上
げ
た
う

え
で
一
定
の
補
修
を
行
い
、
村
営

住
宅
と
し
て
貸
し
付
け
る
事
な
ど

も
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
２
点
目
の
ご
質
問
の

フ
ィ
ー
ル
ド
対
策
と
し
て
の
新
規

就
業
者
へ
の
農
地
の
確
保
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
村
と
し
て
農
地
を
所

有
す
る
こ
と
に
は
、
直
接
農
地
所

有
に
つ
い
て
は
様
々
な
制
限
・
制

約
が
ご
ざ
い
ま
す
事
か
ら
新
規
就

業
者
が
新
規
就
農
者
、
農
業
の
方

に
就
く
方
々
へ
の
農
地
の
提
供
に

つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
委
員
会
や

株
式
会
社
農
業
振
興
会
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
経
営
等
が
軌
道
に
乗
る

ま
で
の
間
、
既
存
農
業
者
が
賃
貸

し
た
遊
休
農
地
の
提
供
を
受
け
、

営
農
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
、
新
規
就
業
者
へ
の
農
地

の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業

委
員
会
等
と
連
携
し
遊
休
農
地
の

所
有
者
や
土
地
の
状
況
等
の
現
状

把
握
を
強
化
し
、
耕
作
可
能
農
地

の
把
握
に
努
め
、
新
規
就
農
者
へ

の
農
地
の
確
保
を
図
っ
て
参
る
考

え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
既
存
の
農
業
者
の
高
齢
化

も
進
ん
で
お
り
、
今
後
離
農
す
る

農
家
が
増
え
る
事
も
考
え
ら
れ
ま

す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
農
地
に

つ
い
て
も
、
農
地
中
間
管
理
機
構

へ
の
登
録
を
促
し
有
効
活
用
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
３
点
目
の
ご
質
問
の
広

報
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
継
続
掲
載
と

条
例
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
等
を
作

成
し
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
共
に

配
付
い
た
し
ま
し
て
本
条
例
の
周

知
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
定
例
会
に
お
い
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
に
係
る
隊

員
３
名
分
の
経
費
に
つ
い
て
補
正

予
算
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
が
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
業
務
内
容

の
一
部
と
し
て
、
交
流
人
口
増
加

活
動
、
い
り
ゅ
う
者
支
援
活
動
、

新
規
就
業
者
支
援
活
動
な
ど
も
想

定
し
て
お
り
、
新
規
就
業
者
等
へ

の
直
接
間
接
的
な
支
援
活
動
及
び

広
報
活
動
を
展
開
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

今
、
村
長
の
方
か
ら
色
々
答
弁

あ
り
ま
し
た
ね
。

お
お
よ
そ
今
の
答
弁
で
村
の
対

応
・
対
策
と
い
う
部
分
が
大
方
分

か
る
ん
で
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
居

住
対
策
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
け

ど
も
、
公
営
住
宅
の
活
用
並
び
に

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
、
現
在
寄

付
さ
れ
て
い
る
住
宅
及
び
今
現
在

２
件
ほ
ど
の
住
宅
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
と
い
う
段
階
で
あ
り
ま

す
ね
。

や
っ
ぱ
り
私
言
い
た
か
っ
た
の

は
、
空
き
家
を
活
用
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
強
く
言
い

た
か
っ
た
部
分
な
ん
で
す
ね
。

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
所
有
者
と
の

協
議
も
も
ち
ろ
ん
当
然
あ
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
で
す
ね
就

業
さ
れ
る
方
の
地
の
利
と
い
う
部

分
を
考
え
た
時
に
公
営
住
宅
で
は

な
く
っ
て
、
空
き
家
で
あ
っ
た
方

が
利
便
性
が
良
い
と
い
う
部
分
が

あ
り
ま
す
。

た
だ
漁
業
で
あ
っ
て
も
農
業
で

あ
っ
て
も
商
工
で
あ
っ
て
も
で
す

ね
、
そ
う
い
う
部
分
を
加
味
し
て

い
く
と
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ

仕
事
を
す
る
道
具
と
か
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
当
然
そ
う

い
う
道
具
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
等
が

必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
将

来
的
な
目
で
見
た
時
に
で
す
ね
。

そ
う
い
う
部
分
を
考
え
ま
す
と

公
営
住
宅
は
確
か
に
良
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
い
ざ
就
業
し
た
時
に

そ
う
い
う
就
業
に
つ
い
て
使
用
す

る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
材
料
器
具

類
を
保
管
す
る
場
所
も
当
然
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
。

そ
の
辺
を
考
え
た
時
に
、
公
営

住
宅
で
も
良
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
一
方
に
お
い
て
今
、
結
構
村

内
空
き
家
に
な
っ
て
お
る
家
が
あ

り
ま
す
の
で
ね
、
そ
の
対
策
を
村

側
が
主
導
し
て
と
っ
て
、
そ
し
て

そ
れ
を
新
規
に
就
農
し
て
く
る

方
々
の
条
件
状
況
に
合
わ
せ
て
で

す
ね
、
提
供
と
い
う
か
こ
う
い
う

物
件
が
あ
り
ま
す
よ
と
い
う
事
を

出
し
て
あ
げ
れ
る
、
そ
う
い
う
も

の
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

で
は
な
か
ろ
う
か
な
、
と
い
う
事

を
念
頭
に
お
い
て
言
っ
た
訳
な
ん

で
す
よ
ね
。

そ
の
事
に
つ
い
て
は
、
村
側
が

随
時
対
応
し
て
い
る
と
い
う
事
で

ち
ょ
っ
と
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
対
策
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
良

か
っ
た
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

▲本目地区で、寄附のあった住宅
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一 般 質 問
も
、
や
は
り
そ
の
各
分
野
に
お
い

て
の
就
業
に
つ
い
て
、
よ
り
裾
野

を
広
げ
て
対
応
す
る
と
い
う
事
が

大
事
に
な
っ
て
く
る
ん
で
は
な
か

ろ
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
環
と
し
て
、
今
答

弁
の
中
に
あ
り
ま
し
た
、
例
え
ば

体
験
農
場
の
検
討
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
、
現
在
確
か
に
村
と

し
て
も
新
規
就
農
者
に
対
し
て
は
、

体
験
農
業
的
な
事
は
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
け
ど
も
、
ど
こ
ま
で
も
や

は
り
土
地
所
有
者
、
農
地
所
有
者

の
農
地
を
借
り
な
が
ら
、
そ
こ
で

し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
を
駄
目
と
は
言
う
ん
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
よ
り
広
範

囲
に
そ
う
い
う
場
を
提
供
す
る
と

い
う
事
で
、
自
治
体
と
し
て
可
能

な
限
り
、
自
治
体
が
所
有
す
る
と

い
う
の
が
良
い
か
ど
う
か
分
か
ら

ん
し
、
自
治
体
が
管
理
を
委
託
し

て
、
所
有
す
る
と
い
う
か
た
ち
が

で
き
る
か
は
、
そ
れ
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。

け
れ
ど
も
何
ら
か
の
そ
う
い
う

も
の
を
確
保
し
て
お
く
と
い
う
事

も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
な
と
い

う
思
い
が
し
ま
す
。

ど
の
辺
の
部
分
で
確
か
に
農
業

委
員
会
と
の
関
係
、
そ
れ
か
ら
先

般
産
業
課
の
方
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
や
は
り
そ
の
そ
う
い
う
場
合

に
は
、
農
作
物
の
品
目
の
指
定
が

あ
る
と
、
指
定
を
特
定
し
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
そ
う
い

う
制
約
も
あ
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
考
え
ま
す

と
広
域
農
場
、
要
す
る
に
広
大
な

農
地
を
持
っ
て
る
場
合
と
そ
う
で

な
い
場
合
の
差
が
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
島
牧
村
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
小
規
模
な
農
場
が
主
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
小
規
模
で
あ
れ
ば
小

規
模
な
り
の
や
り
方
、
方
法
等
が

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
辺
も
鑑
み
な
が
ら
対
策
を

練
っ
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い

し
、
ま
た
、
使
わ
れ
て
い
な
い
田

畑
等
に
つ
い
て
も
で
す
ね
、
所
有

者
と
、
ま
た
農
業
委
員
会
等
の
間

で
の
協
議
を
で
す
ね
村
が
こ
う
、

仲
介
す
る
か
た
ち
で
、
そ
し
て
新

規
に
就
農
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

そ
う
い
う
一
種
の
斡
旋
み
た
い
な

事
も
で
す
ね
、
と
り
進
め
て
い
か

れ
た
ら
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

な
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま

す
。そ

の
点
に
つ
い
て
も
今
の
村
長

の
答
弁
の
中
で
内
容
的
に
そ
れ
が

包
含
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
さ
ら

に
そ
れ
を
推
し
進
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

あ
と
、
広
報
活
動
に
つ
い
て
な

ん
で
す
け
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
話
し

が
あ
り
ま
し
た
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
力
を
借
り
て
、
そ
う
し
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
条
例
の
内
容

等
を
出
し
て
い
っ
た
ら
頒
布
し
て

る
と
。
活
動
内
容
を
告
知
し
て
る

ん
だ
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
は
り
、

な
ん
と
い
う
ん
で
す
か
ね
え
、
条

例
の
内
容
を
ば
あ
っ
と
述
べ
書
き

し
て
る
だ
け
で
、
も
う
少
し
、
そ

れ
は
そ
れ
で
良
い
と
し
て
も
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
そ
の
ど
う
ぞ
島
牧

に
来
て
就
業
し
て
く
だ
さ
い
よ
と

い
う
そ
う
い
う
部
分
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
中
に
あ
っ
て
も
良
い
ん

で
な
か
ろ
う
か
な
と
、
そ
う
い
う

も
の
と
合
わ
せ
て
、
さ
ら
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
方
が
よ
り
動
き

や
す
い
働
き
や
す
い
、
そ
う
い
う

地
盤
と
い
う
か
で
す
ね
、
基
盤
を

作
る
と
い
う
事
が
で
す
ね
大
事
で

は
な
か
ろ
う
か
な
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
答
弁

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

そ
れ
ぞ
れ
の
３
点
の
問
題
に
関

し
ま
し
て
大
変
具
体
的
、
細
や
か

な
ご
意
見
ま
た
、
ご
指
摘
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
３
点
目
の
広
報
活

動
の
部
分
で
の
再
答
弁
が
強
く
望

ま
れ
て
い
る
の
か
な
と
思
う
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ

と
こ
の
辺
に
絞
っ
て
答
弁
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
行
う
事
自
体
に

対
す
る
場
合
の
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ェ

ブ
上
に
流
れ
て
い
る
内
容
が
も
っ

と
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
て
分
か
り

や
す
く
、
非
常
に
注
目
さ
れ
や
す

い
状
況
に
な
る
よ
う
な
、
も
っ
と

工
夫
を
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
も

の
と
合
わ
せ
て
協
力
隊
等
の
そ
の

直
接
人
が
対
応
し
て
い
く
部
分
、

と
い
う
も
の
を
も
っ
と
上
手
く
組

み
合
わ
せ
て
や
っ
て
く
方
が
よ
り

効
果
的
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
い

か
、
と
い
う
よ
う
な
ご
指
摘
か
と

思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ッ
プ
し
て

い
る
内
容
に

つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
か

ら
も
そ
の
辺

十
分
に
再
度

検
討
さ
せ
て

進
め
て
い
き

た
い
と
思
う

と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
合

わ
せ
て
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
や
は
り
こ
う
い

う
手
の
問
題
と
い
う
の
は
、
そ
う

い
う
意
欲
の
あ
る
方
と
直
接
間
接

的
に
、
や
っ
ぱ
り
人
が
直
接
関

わ
っ
て
動
い
て
い
く
と
い
う
事
が
、

非
常
に
大
切
だ
と
思
う
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
等
念

頭
に
、
し
っ
か
り
お
き
な
が
ら
で

す
ね
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

中
に
も
１
名
枠
が
、
そ
う
い
う
事

が
非
常
に
熱
心
に
業
務
の
内
容
の

中
に
も
い
れ
て
も
ら
う
よ
う
な
、

考
え
方
で
お
り
ま
す
の
で
ち
ょ
っ

と
長
い
、
今
日
明
日
と
い
う
結
論

で
は
な
く
、
１
年
２
年
と
い
う
様

な
ち
ょ
っ
と
長
い
ス
パ
ン
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
が
着
実
に
で
す
ね
、

進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
の

ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。▲島牧村ホームページ
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臨
時
会

　平成28年第１回村議会臨時会は、
５月13日招集され、村長の行政報告
のあと、報告１件を受け、「平成27年
度一般会計補正予算（第８号）の専決
処分の承認」など、議案３件を審議、
原案どおり可決し、同日閉会しました。

５
・
13

2016年

1

本
村
を
縦
断
す
る
一
般
国
道
２

２
９
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
村

唯
一
の
生
活
路
線
で
あ
り
ま
す
が
、

原
歌
地
区
か
ら
栄
浜
地
区
間
に
は

岩
盤
崩
落
等
が
発
生
す
る
危
険
箇

所
が
数
カ
所
あ
る
た
め
、
降
雨
量

が
80
ミ
リ
以
上
に
な
り
ま
す
と
通

行
規
制
が
行
わ
れ
る
路
線
と
な
っ

て
お
り
、
早
期
の
防
災
対
策
の
実

施
を
必
要
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
小
樽
開
発
建
設
部
よ

り
島
牧
防
災
対
策
事
業
と
し
て
、

原
歌
地
区
か
ら
栄
浜
地
区
間
の
延

長
６
．
１
キ
ロ
区
間
で
土
石
流
あ

る
い
は
落
石
が
発
生
す
る
区
間
を

避
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
延
長
１
，

６
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ト
ン
ネ

ル
２
本
を
整
備
す
る
と
い
う
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
事
業
に
係
る
全
体
事
業
費
は

１
７
０
億
円
ほ
ど
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
て
、
今
年
度
に
あ
り
ま
し

て
は
、
地
区
へ
の
説
明
会
等
を
行

う
ほ
か
５
，
０
０
０
万
円
ほ
ど
の

事
業
費
を
も
っ
て
測
量
設
計
を
行

う
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
供
用
開
始
年
度
な
ど
の

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
判
明
し

た
時
点
で
改
め
て
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

本
対
策
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
生

活
路
線
の
安
全
性
が
高
ま
る
こ
と

と
な
り
ま
す
の
で
、
一
日
も
早
い

完
成
を
望
む
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
４
月
、
島
牧
村
新
規
就
業

者
等
支
援
条
例
を
施
行
し
、
新
た

に
産
業
を
営
み
ま
た
は
新
た
に
産

業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
担
い
手

の
誘
致
育
成
対
策
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
度
に
あ
り
ま
し

て
は
、
本
条
例
に
基
づ
く
各
種
支

援
制
度
を
活
用
し
農
業
、
漁
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
方
が
４
名
、
そ

れ
と
農
業
体
験
実
習
者
が
１
名
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
の
中
に
は
１
家

族
３
名
の
方
が
本
村
に
移
住
し
ト

マ
ト
栽
培
を
中
心
に
農
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。今

後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
制

度
を
積
極
的
に
活
用
し
、
本
村
の

産
業
振
興
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
移
住
の

み
な
ら
ず
交
流
人
口
が
増
え
る
事

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

歯
科
医
師
の
退
職
並
び
に
後
任

医
師
の
確
保
状
況
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
。

島
牧
診
療
所
歯
科
医
師
に
つ
い

て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
平
成

13
年
４
月
よ
り
清
水
医
師
の
後
任

と
し
て
和
田
誠
一
医
師
の
嘱
託
医

と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
本
年
４
月
末
を
も
っ
て
契
約
期

間
が
満
了
し
嘱
託
医
を
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

和
田
医
師
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
13
年
か
ら
３
期
15
年
に
渡
り

本
村
の
歯
科
医
療
に
従
事
し
て
い

た
だ
き
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

後
任
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
公
募
の
結
果
２
名

の
応
募
が
あ
り
、
先
般
５
月
４
日

ま
で
に
両
名
の
面
接
を
終
え
、
う

ち
１
名
を
嘱
託
医
と
し
て
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

後
任
医
師
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
海
道
札
幌
市
の
出
身
の
方
で
、

現
在
は
香
川
県
内
の
歯
科
医
院
で

一
般
歯
科
並
び
に
訪
問
歯
科
業
務

に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
し
て
、
本

村
の
地
域
医
療
は
基
よ
り
介
護
支

援
専
門
員
、
い
わ
ゆ
る
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
も
お
持
ち
に

な
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
福
祉
の
向
上
に
も
貢
献
し
た
い

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
同
医
師
の
赴
任
時
期
等

に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先

ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
現

在
は
、
香
川
県
内
の
歯
科
医
院
に

在
職
中
で
あ
り
、
諸
般
引
き
継
ぎ

な
ど
の
た
め
時
間
を
要
す
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
が
、
本
村
の
状
況

を
勘
案
し
て
い
た
だ
き
可
能
な
限

り
、
早
期
に
赴
任
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
要
請
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

後
任
医
師
の
治
療
開
始
ま
で
は

休
診
と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

現
在
治
療
中
の
方
や
急
患
受
入
れ

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
歯
科
医

の
代
診
派
遣
な
ど
を
検
討
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

藤 澤　  克　村長

行政報告

新
規
就
業
者
等
支
援
制

度
の
実
施
状
況

歯
科
医
師
の
退
職
等
に

つ
い
て

一
般
国
道
２
２
９
号

島
牧
防
災
事
業
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去
る
３
月
30
日
、
寿
都
生
コ
ン

株
式
会
社
様
か
ら
、
地
域
振
興
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
30
万
円
の
指

定
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
寄
附
の
意
思
に
添
う
よ
う
地

域
振
興
基
金
に
積
み
立
て
致
し
ま

し
て
、
今
後
の
地
域
振
興
の
た
め

に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
致
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致

し
ま
す
。

▼
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
０
２
１

万
４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
26
億
３
５
２
１
万
４
千
円
と
す

る
。

歳
入
の
主
な
も
の

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

�

４
１
５
万
４
千
円
減
額
　

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

２
９
２
万
２
千
円
追
加

　

・
衛
生
債
（
医
療
機
器
購
入
事
業
）

�

４
７
０
万
円
追
加
　

・�

土
木
債
（
新
甫
橋
橋
梁
補
修
工

事
）

�

５
９
０
万
円
追
加

　

歳
出
の
主
な
も
の

・
臨
時
職
員
賃
金

�

１
０
６
万
７
千
円
追
加

　

・
診
療
所
費

�

６
７
３
万
１
千
円
追
加

　

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
専
決
処
分
の
報
告

　
庁
用
自
動
車
運
行
中
に
お
け
る

交
通
事
故
に
対
す
る
損
害
賠
償
額

の
決
定
、
損
害
賠
償
額
28
万
７
３

５
２
円
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
（
27
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
））

　
歳
入
・
歳
出
と
も
に
４
０
４
１

万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
25
億
８
７
９
８
万
５
千
円
と
す

る
も
の
。

歳
入
の
主
な
も
の

・
村
民
税

�

５
６
９
万
７
千
円
追
加
　 

・
固
定
資
産
税

�

２
６
５
万
４
千
円
追
加
　

・
村
た
ば
こ
税

�

１
１
４
万
７
千
円
減
額

　

・
地
方
消
費
税
交
付
金

�

１
５
０
３
万
円
追
加
　

・
自
動
車
取
得
税
交
付
金

�

１
３
４
万
４
千
円
追
加

　

・
地
方
交
付
税

�

２
２
０
８
万
円
追
加

　

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

４
１
３
万
９
千
円
減
額

　

歳
出
の
主
な
も
の

・
職
員
給
与
費

�

６
３
２
万
６
千
円
減
額

　

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

�

７
９
８
２
万
８
千
円
追
加

　

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費

�

１
８
８
万
３
千
円
減
額

　

・�

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
運

営
費

�

２
５
０
万
円
減
額

　

・
村
道
等
除
排
雪
委
託

�

３
０
９
万
９
千
円
減
額
　

・
寿
都
高
校
通
学
費
助
成

�

１
３
３
万
１
千
円
減
額
　

・
公
債
費
利
子

�
６
８
１
万
円
減
額
　

◎
全
員
賛
成
で
承
認

▼
島
牧
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
本
条
例
の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

寄
附
採
納

審議

議案

した

補
正
予
算

条
例
改
正

専
決
処
分

本年度採用になった４人の職員を紹介。左から小田原光　主事、奈良周弥　主事補、奥康幸　主事、夏井一充　主事
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■議会広報「かりば156号」をお届けします。
　本号では、第２回定例会の審議内容、一般質問を中心に編集しました。
　ぜひご覧になって、村の方針や議会活動にご理解を深めていただきたいと思います。

集
後
編
記

議 会 日 誌
平成28年４月から６月

［４月］
　　１日　保育所入所式（長尾議長）
　　６日　小学校入学式（長尾議長ほか）
　　７日　中学校入学式（長尾議長ほか）
　１１日　倶知安余市道路新規事業化お礼（札幌市　長尾議長）
　１８日　例月出納検査
　　　　　後志町村等監査委員協議会総会（札幌市）
　２０日　倶知安余市道路新規事業化お礼（東京都　長尾議長）

［５月］
　　９日　後志総合開発期成会定期総会（倶知安町　長尾議長）
　１２日　例月出納検査
　１３日　第１回村議会臨時会、全員協議会、議会議員会総会
　１６日　南部後志町村議会正副議長会総会（長尾議長）
　２４日　後志総合開発期成会後志要望運動（小樽市ほか　長尾議長）
　　　　　北海道新幹線建設促進後志・小樽期成会総会（小樽市　長尾議長）
　　　　　北海道横断自動車道黒松内・小樽間建設促進期成会総会（小樽市　長尾議長）
　２６日　後志総合開発期成会道内要望運動（札幌市　長尾議長）
　２９日　国道５号倶知安余市道路（共和～余市）着工式（余市町　長尾議長）
　３０日　町村議会議長会議長・副議長研修会（東京都　長尾議長）

［６月］
　　２日　後志総合開発期成会中央要望運動（東京都　長尾議長）
　　５日　小学校運動会
　　９日　後志町村議会議長会臨時総会（札幌市　長尾議長）
　　　　　北海道町村議会議長会定期総会ほか（札幌市　長尾議長）
　１０日　議会運営委員会
　１１日　村田のりとし南後志地区観桜会（寿都町　長尾議長）　
　１５日　例月出納検査　　  
　１７日　自民党北海道第四選挙区支部「総決起大会」（小樽市　長尾議長）
　１８日　保育所運動会（長尾議長）
　２２日　第２回村議会定例会
　２５日　柿木克弘個人演説会岩宇・南後志総決起大会（岩内町　長尾議長ほか）

４月号議会広報紙の「一般質問」の中で、小野寺教育長の答弁で、「事業」とあるのは「授業」の誤りです。「AT」とあるのは、

「ALT」の誤りです。「職員配」とあるのは、「職員配置」の誤りです。また、「最後」とあるのは、「際」の誤りです。

お詫びして訂正いたします。
お詫び
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